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2026 年 5 月 11 日 
日本板硝子株式会社 

 

 

2026 年３月期 通期決算概要 
 

⚫ 前年度比で増収増益。営業利益は建築用ガラス事業の改善により増加。 

営業利益は通期業績予想を下回るが、一過性の税効果もあって純利益は上回る 

⚫ 2027 年 3 月期は下半期から欧州市場が改善すると見込み、再度営業利益 360 億円の水準を目指す。 

一方で、エネルギーコストの上昇等、厳しい事業環境が継続 

⚫ 欧州経済減速の影響を大きく受けた前年度からは回復したが、 2027 年 3 月期業績予想も中期経営計画

「2030 Vision: Shift the Phase」の財務目標を下回り、達成は厳しい状況。 

新生 NSG グループに向けた抜本的施策の下でも 4 つの「D」に対するコミットメントは不変であり、改善を目指す 

 

1．2026 年 3 月期 通期決算 

⚫ 第 4 四半期 (1-3 月期) の売上高は 2,389 億円 (前年同期比+285 億円、+13.5%)、営業利益は

103 億円 (同+46 億円、+81.3%) と改善 

⚫ 通期の売上高は 8,795 億円 (前年度比+391 億円、+4.5%)、営業利益は 288 億円 (同+123 億

円、+74.7%) で、増収増益。売上高は為替影響もあり欧米の自動車用ガラス事業および建築用ガラス事

業で前年度から改善し、通期業績予想を上回る。営業利益は通期業績予想を下回るが、主に欧州の建築

用ガラス事業で前年度から改善し増加 

⚫ 個別開示項目では、第４四半期に北米の自動車用ガラス事業でのれんの減損損失 34 億円を計上し純額

で 55 億円の費用 (前年度は 52 億円の費用) となり、税引前利益は 4 億円 (前年度は 85 億円の損失) 

⚫ 法人所得税は英国において 88 億円の一過性の繰延税金資産計上の結果、51 億円の費用のマイナス  

(前年度は 49 億円の費用) となり、これにより当期利益は 55 億円 (前年度比+190 億円)、純利益*は

44 億円 (同+183 億円)  

⚫ フリー・キャッシュ・フローは、運転資本の増加により 11 億円 (同△89 億円)。 

自己資本比率は 13.5% (前期末比+3.1pt) と改善。有利子負債は 5,483 億円 (同+235 億円) 

 

<損益計算書および財務指標> 

 *親会社の所有者に帰属する当期利益 (△損失) 
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＜各事業の概況＞ 

建築用ガラス事業 売上高および営業利益は欧州において販売価格が改善したため、増加。前年度に実施した生産停止に伴

うコスト削減も引き続き寄与。太陽電池パネル用ガラスの需要は、アジアでは米国関税政策等を踏まえた取

引先の生産調整の影響により減少だが、改善傾向。米国では堅調な需要が継続 

自動車用ガラス事業 売上高は増収だが営業利益は減益。販売数量は減少したものの、北米の補修用ガラス事業を中心に販

売価格が改善。欧州では付加価値製品の拡大に伴い販売構成が改善。日本では新車用ガラス事業の販

売数量が伸び悩む。北米の新車用ガラス事業の一時的な生産効率低下は継続。欧州での生産体制の見

直しは計画通り進捗 

高機能ガラス事業 当初計画通り販売構成が下半期から改善し、営業利益は増益 

 

2．2027 年 3 月期 業績予想 

⚫ 下半期から欧州市場が改善すると見込み、再度営業利益 360 億円の水準を目指す。 

一方で、エネルギーコストの上昇等、厳しい事業環境が継続 

⚫ 主要通貨に対して前年度に比較し円高を見込む 

⚫ 地政学リスクもありエネルギー価格や原材料価格は上昇し、インフレによる人件費等その他コスト増加も継続す

るが、価格転嫁により吸収を図る 

<業績予想> 

 

総資産 10,329 11,175 846

親会社の所有者に帰属する持分 1,081 1,512 432

自己資本比率 10.5% 13.5% +3.1pt

有利子負債 5,248 5,483 235

  (億円) 増減
2026年

3月末

2025年

3月末

*親会社の所有者に帰属する当期利益 (△損失) 

**持分法投資に関するその他の利益 (△損失) を含む 

1-3月期 通期 1-3月期 通期 1-3月期 通期

売上高

建築用ガラス事業 889 3,630 1,023 3,750 134 120

自動車用ガラス事業 1,105 4,294 1,233 4,572 128 278

高機能ガラス事業 104 466 130 460 26 △ 6

その他 6 13 3 12 △ 3 △ 1

　売上高合計 2,104 8,404 2,389 8,795 285 391

営業利益

建築用ガラス事業 49 136 111 300 62 165

自動車用ガラス事業 51 77 15 50 △ 36 △ 27

高機能ガラス事業 19 76 39 86 20 11

その他 △ 62 △ 123 △ 62 △ 149 △ 0 △ 25

営業利益合計 57 165 103 288 46 123

(億円)
前年同期比2026年3月期2025年3月期

注）本業績予想は現状における前提に基づくものです。 

   後述の通り、当社は新生 NSG グループに向けた抜本的な施策の実施を 

   開示しており、その成立の場合には状況により修正される可能性があります。 
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3. 新生 NSG グループに向けて 
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＜お問い合わせ＞ （報道関係等）広報部（お問合せページ）https://www.nsg.co.jp/ja-jp/contact-us  

https://www.nsg.co.jp/ja-jp/contact-us

